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農林省月寒種羊場に職人せる濠州産コ事デール緬羊

主主ぴに其の子孫緬羊の毛質に闘する研究

三岡村健太郎・庚瀬可恒

Studies on the Wool Qualities of the Imported Corriedale Sheep from 

Australia and Their Offsprings on Tsukisappu Sheep Farm. 

KENTARO MrTA"ll1RA and Y附 HI'ffiUNEHmmm. 

I 緒
d盟国h
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我岡に於ける轍入細羊の毛í~は気候:風土の影

響ーを受け，漸弐低下すると言われて居たが，竹内2)

は東北地方の輸入コリデ ~)v積牝芋に就き研究し

た結果，輸入制三下の毛'IT中繊度の縫化は認められ

ないと報じて居る。又木付1)塁手は東北地方のコリ

ヂール軒f羊毛品質に闘する研究を行ない，季節的

産毛の強度の違いを諭じて居る。

醜って北海道に於ける細羊事業は共の悟史古

く，且つ我固に於ける細i羊飼育地として将来盆々

共護建を期待せられて居るにもかかわらや，本道

の気候風土が細iギの毛質I'C及~す影響ーに閲して，

従来殆んど見るべき研究がないので，著者守:は農

林省月寒積羊場に輸入せられたコリデ戸)v種蕃荊

牝羊蛇ぴに共子孫結ii羊の代来的なものより資料を

集め，共毛質に就て比較研究を行った次第でbるa

向本研究の羊毛試料の採取に営り，特に便宜を;興

えられた同場i度合，釣1'~，後藤の三氏に到し衷心

より感謝の意を去し度い。

I 研究 費 料

農林省が月寒積羊場に昭和 12-16年の 5筒(，1'-

ff!J1'C諒洲より輪入したコリデール種蕃嫡牝羊及び

同場に於て是等輸入制芋問に生産せられたもの，

更に月寒岸の牡約i芋を涼測im牝細i羊に肥して得た

もの，批ぴに月寒産細羊伺志間に生産せられた牝

羊を何れも 5頭宛計-40頭を選定し，昭和 19年 5

月19日目押骨中央部より可及的皮膚商に近接して

掠り取った日毛に就て毛買の比較研究を行った。

E 研究方法

羊毛試料より代表的と認められる毛来の一部

を取り出し， ソックスレー脂肪浸出管に入れヱ{

テル浸IHを童文回繰返して脂汗位び、に汚物を洗い落

し，憾紙で杢液を吸い取って乾燥した。失で基根

部をメチレン背で染め中断繊維を直別しうる椋に

した。

毛質の検査に常って先や各毛来旬:にピンセッ

トで均等に 30本宛引きHiし， とれを横 15cm，縦

11 cmの特別の装置を施したケント厚紙 6枚に，

1枚につき 5本宛i存融パラヌインで羊毛の基部先

端を固定して，とれに就て羊毛の自然長，直線長

及び、 10J怖の捲純教を調査した。

三たで Mckengy式識維抗張力試験器で・羊毛の

破壊張JJ及び破壊仲度を部IJ5tした。賞験に岱り賞

験室内のi毘度及び掃度は全試験期間を通じ，可及

的均-Jik態時を選定したが，共範聞は温度は 13-

20
0
C， l長度は 70-85%でるった。羊毛測定に常り

毛質の調査筒所は線、て羊毛中央部でるる。.

毛質の調査~fl，項は戎の 10 項目である。

(1) 自然長:ケント紙上に同定した 1本宛の羊
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毛が自然の!/J(態に泣かれたn~:ωlぐさ。

{凶2剖i泣t紘j泉A長 J上:記の;芋下毛をピンセツトで

車軽予夏;く延ばしし，捲鮪の杢く泊犬[じ，た時の長さ。

(3) 仲長家:自然長に到する直線長の百分率。

(4) 持縮数 1o.J-1手の羊毛間にるる捲縮数。

(5)破壊張力 1本の羊主織品:Wが張力によって

切断せ・られる際の力を g教で、表わす。

(6)破壊何1度:羊毛が張力によって切断せられ

た時に於ける，直総長より仲ぴた長さを原直線長

の百分率で示ナ。

(7)織度:以上のiJllJ定を終えた羊毛を，線、て中

央部を~ぴスライドグラス上にグリセりンを滴下

してカパグラスを蔽って同定し，顕微鏡下にオク

ラーマイクロメークーにより羊毛織維の直俸を測

定した。

(8)鱗片数:羊毛の側而に配列する鱗片の数を

II .J-Ii \Jω敢に1~~1: して示した。

(9) 抗Uk制度:羊毛の単位断耐杭の破壊~l~力で

ある。 rwち破壊'張7Jを:羊毛のwr商松で、除したもの

で mm
2に到する kg1設で表わした。。0) 11)毛量: {J1e試羊の勢毛は昭和 19I，y. 5月27

日に行ったが，共時の羊毛重量でるる。

1占J生館長は掠モ直前の重量である。

かくて供試制羊 40頭に就き各1頭:30木宛の

試料に就いて毛質を測定しその平均を共細工下の毛

質としたよ叉各群/1:属する 5頭。平均値を求めて

とれに就て各群の毛質の比較研究を行った。向参

考の矯金供試制，芋 40頭を一纏めとなし， とれに

就て毛質の21'-均値を生物測定接的に求めた。

w 研究結果及び考察

上記の方法により測定した各伽1慌の毛質故に

鯨微鏡下にマイクロメークーを用いて測定し 1 とれ等の平均値を表示すると第 1去の通りでるる。

第 1 袋

詰河川相官暗鴨川壁陶酔切lwf鍛慨)
38.0 2.00 33.2 21.9 

附
340 9 7.7 10.6 37.7 13.1 7.0 1823 18.6 

和 381 9 41.0 3.20 9.7 11.7 20.6 5.9 13.7 33.3 32.7 1824 16.3 
十 386 9 32.3 2.10 7.6 8.9 17.1 7.5 10.9 23.4 34.7 1760 11.5 

一年 405 9 40.5 2.40 9.1 11.0 20.9 7.9 7.0 38.0 23.0 1828 16.9 
輸 418 9 9.4 10.9 16.0 6.2 12.0 40.0 28.1 1754 19.4 
入

2f均 38.7 I 2.58 10.6 22.5 8.1 10.1 33.6 28.1 1797 165 8.7 

昭
382 8 31.1 2.40 10.2 13.0 27.5 7.2 8.3 31.2 25.2 1792 16.6 

和 383 8 43.0 280 8.7 10.3 18.4 10.2 9.7 36.2 25.1 1780 21.3 
十 38-5 8 36.0 4.00 9.7 11.3 16.5 5.7 14.8 38.2 33.1 1703 17.2 
一一一 29.9 ! 16~雪S手 38-16 B 37.8 3.40 9.1 12.3 35.2 7.9 11.7 30.0 16.7 
輸 38--41 8 41.0 3.ラO 11.7 13.9 18.8 5.5 14.5 34.1 17.5 
入

平均 37.8 29.2 I 1735 17.9 3.02 9.9 12.2 23.3 7.3 11.8 33.9 

7 52.0 3.70 8.1 9.6 18.5 7.5 11.3 1733 16.2 

務1 i 39-25 7 50.5 2.90 7.4 9.0 21.6‘ 10.4 9.1 30.1 24.1 1987 20.0 
十 39-27 7 10.1 11.9 17.8 9.2 12.5 33.9 I 30.5 1669 17.1 
問

34.0 : 3.40 

35.2 29.2 I 1692 年 39-30 7 50.5 I 3.5 9.0 11.9 32.2 10.9 10.9 16.3 
輸 39-31 7 9.7 12.2 25.8 6.7 16.0 17.2 
入

千均 45.6 i 3.30 8.9 10.9 23.2 8.9 12.0 34.5 I 29.6 I 1746 17.4 

明
40-32 6 34.9 2.40 10.9 13.2 21.1 9.4 7.9 27.3 22.8 184ヲ 19.4 

和 40-34 6 36.8 2.50 9.8 12.4 26.5 9.9 16.2 33.7 33.9 1516 18.0 
で十

玉:
40-38 6 36.2 3.20 10.0 12.0 20.0 7.5 11.0 34.6 27.6 1625 18.4 

年 . 40-39 6 33.2 2.40 8.3 10.2 22.9 10.7 8.5 30.0 26.6 186ラ 15.3 
輸 40--4つ 6 39.7 2.10 10.6 12.9 21.7 7.5 7.6 28.0 25.1) lEi79 15.3 
入

平均 36.2 2.50 9.9 12.1 22.4 9.0 10.2 30.7 27.1 1706 17.3 
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41-42 5 

41-44 5 

41-86 日

4H18 F 

41-217 5 

子均

42-69 4 

42-73 4 

42-77 4 

42-78 4 

42-92 

千均

三岡村， J1lf瓶一一農林信月寒Ho'l広場に愉入せるj釘州路コリヂーノレ制羊
政びに其のごT係紙三位の毛't'I:に糊する研究

47.0 ml山 I13.1 I且 611221M13MlM8
40.0 

31.0 2.90 10.1 12.3 i 21.8 1 10.8 1 8.9 28.3 25.2 

32.5 2.60 1 10.2 1 12.6 1 23.5 1 9.6 1 13.4 20.7 29.0 

36.0 4.50 1 11.7 14.3 1 22.2 1 8.1 1 13.5 37.0 26.6 

38.9 3.61 1 10.8 1 13.2 1 22.5 1 10.2 1 10.7 28.6 26.3 

30.2 25.5 

32.0 3.30 1 10.9 1 14.0 1 28.4 1 13.81 11.0 1 17.9 29.0 

33.0 2.70 1 12.6 1 1ラ6 i 23，8 I 7.6 I 14.3 I 31.0 30.9 

27.0 2.90 1 10.5 1 13.9 I 32.4 8.6 1 16.5 1 33.9 30.9 

2.80 I 11.7 I 13.6 I 16.2 I 10.9 I 9.7 I 27.9 25.8 

292I1081134246106l1211276 30.0 28.4 

12.3 26.8 8.9 12.7 28.1 28.9 

42-45 I 4 ! 41.5 1 3.50. i 9.6 12.3 28.1 9.4 11.8 28.9 27.0 

42-46 I 4 ; 3S.0 3.30 I 10.1 12.3 21.8 8.8 8.9 21.3 25.5 

42-48 4 34.0 2.60 10.4 13.0 25.0 11.2 7.0 228 23.7 

42-86 4 37.0 3.20 11.5 14.6 27.0 8.2 11.0 25.9 26.4 

平均 36.1 3.16 10.3 12.9 25.1 9.3 10.3 25.4 26.3 
一『ーーー

43-19 3 8.2 10.4 30.5 25.5 

43-31 3 28.2 1 1.90 I 8.1 1 10.3 I 27.2 11.5 。8.7 28.8 23.5 

43-57 3 24.8 ・2.40 I 8.7 1 11.2 I 28.7 11.5 8.9 28.0 26.1 

11.1 7.0 29.3 21.9 

43-73 1 3 29.2 2.90 1 10.9 13.1 20.2 27.0 25.1 

l 平均 | 10.3 1 9.1 28.7 24.6 

以上各試験詳の 5頭2¥<.均値を取糎め表示する と第 2去の泊りである。

第 2 表

1885 

1887 

1752 

1549 

1689 

1752 

1868 

1770 

1588 

1561 

1566 

1671 

li82 

1730 

1946 

2134 

2012 

1921 

2090 

2011 

i828 

2107 

1900 

1987 

試験群 自由記土副知性両元物!皮繊 度|自発片歎
(μ) 

昭和12年輸入 9 38.7 2.58 8.7 10.6 22.5 8.1 10.1 33.6 28.1 1，797 

昭和 13年輸入 8 37.8 3.02 9.9 12.2 23.3 7.3 11.8 33.9 29.2 1，735 

BR和 14lf.輸入 7 45.6 3.30 8.9 10.9 23.2 8.9 12.0 34.5 29.6 1，746 

回利15年輸入 6 36.2 2.50 9.9 12.1 22.4! 9.0 10.2 30.7 27.1 1，706 

昭和16年輸入 5 38.9 3.67 10.8 13.2 10.7 28.6 26.3 1，752 

濠羊 × 己表羊 4 30.0 2.92 10.8 13.4 24.6 l' 10.6 12.1 27.6 28.4 1，671 

涼羊×月寒羊 4 36.1 3.16 10.3 12.9 10.3 25.4 26.3 1，921 

月寒羊×月寒羊 3 27.1 2.24 8.8 112 25.1 10.3 9.1 28.7 24.5 1，987 
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19.ラ

14.7 

17.9 

20.3 

24.3 

19.3 

17.8 

16.7 

19.1 

22.0 

18.6 

18.8 

19.4 

20.6 

17.4 

15.9 

19.う

18.6 

20.4 

20.0 
' 
16.6 

18.6 

20.3 

19.2 

抗張限度
(kgjmm2) 

16.5 

17.9 

17.4 

17.3 

19.3 

188 

18.6 

19.2 

上去に就き各群を比較考察すると，先十生臨

量は轍入籾i羊は比較的揃って大形で、あるが，月装

組羊場ffiのものは糊して小形の様で・ある。然L汚

毛量は必やしも生惜量に比例するものでなく，寧

ろ老i拾になるに従って牧毛堂の減少を示す傾向が

認められる。

輸入制羊の方が僅少で、ある。 rlPち昭和 12-16年度

輸入の純羊は何れも平均して 22-23%であるが，

月窓産のものは 24-25% となって居る。然し之は

或は年齢との関係によるものとも思考せられる。

羊毛の自然長及び、直線長は輸入籾F下と月袈産

制:下による匝別は見向し難いが，羊毛の何I長率は

持結教は羊毛織度及び、鱗片数と平野接な閥係を

有して舟る。自Pち織度のノj、なものは捲結教が幾分

多く，叉鱗片童文は明かに多くなうて居る。而して

との現象は輸入c.y.度の如何にかかわらや，月寒産
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と輸入:'(':各1iIO¥ll{'J.はiji食入後繊度に影響を家らや，時食

入前Ir!j:と依り控らぬ織度を4E紬するilであるが，

;.1:1，:子孫に~:るに従って創111 のものが現れるのでは

ないかと思考せられる。勿論との結果は今後多数

の動!/?IJについてiE昨万責験を必要とするものであ

る。

抗張強度は年齢と開係がある様で 6哉以上

は17.3-17.9kg/mm2 となって居るが，5歳以下は

18.ふ19.3kg/mm2 で蛇度が大でるる。而しで輪入

羊の毛が弱く，月;Jji1i羊のものが強いとは判断せ

られない。

以上本賓験に怯:した月集積羊場環養のコリデ

ーlv牝羊 40頭の毛質測定航に就き， 生物測定感

的にその平均値，標~jN官l采，変異係教を求め第 3

去に一括表示した。

12 

のものは則して繊度がfff少左傾向を示して);1':-る。

従って持品I(i数及ぴ鱗n激も多くなって肘る。

~~に羊毛のji!tI::幻lUJは各若干共大同小異で、あり

何れも 9.1-12.1gの1J.H¥1:~うって大設がない。叉破

壊仲度は輸入制干:に於て幾分大で，月裟1主:のもの

は小さい。 印jち輸入羊では1I{3和 1611ミ輸入の群は

28.6%であるが他は何れも 3096以上になって居

り，とれに比七月寒序:のものは僅少で‘ 25.4-28.796

の問である。

織度は羊毛の性質中最も重要なものであるが

輸入緬羊に於ては比較的太(，年齢の多いもので

も相官の太さを有して居るs 帥ち前者は昭和 16

年群を除き 27.1-29.6μ の問にるり， 後者は涼洲

三位間の交配にようて生産せられたものを除き，何

れも 24.5-26.3/lの間にある。 とれによって見る

• 3 第

殿

18.06士 0.136

6.38土 0.481

13.08士 0.986

25.98士 0.196

21.66土 0.163

26.31士 0.198

12.51土 0.943

17.19士 1.2%

8.57士 0.646

12.2ラ士 0.924

係異盤差

6.618士 0.461

0.190土 0.143

1.584土 0.120

6.024土 0.454

2.018士 O.行2

2.584土 0.195

3.439土 0.259

5.244土 0.395

153.44士1.157

2.249土 0.170

偏j手4雲値

36.65土 0.70予

2.97土 0.203

12.11士 0.169

23.19土 0.642

9.31土 0.215

9.8之土 0.276

27.48土 0.366

30.珂土 0.559

17.89 ::1:: 1.636 

18.30土 0.240

均平

量

量

長

率

重主

力

度

度

数

皮 kg/mm2

い

時

同

m
v
p

g
μ
M
F
 

{本

毛

線毛

長

縮

壊張

壊伸

孫 娘

生

汚

夜

柚

附

捲

破

繊

破

瞬

抗

l31 羊毛の自然長及び、直謀長は轍入羊と月寒三下

による匝別は見出し到(~いが，羊毛の仲K・2容は輪入

羊の方が僅少で・ある。とれば或は年齢との開係に

よるものと思われる。

l41 羊毛の持品(1致及ぴ鱗片童文は輸入羊に於て比

較的少なく，織度は大である。月*imのものはと

れと反封の閥係にある。

(5) 抗張強度は輸入学のものが月寒産のものよ

りも小でるるが， とれば寧ろ老齢による原i現と思

bれる o

l61 破壊例l度は輸入車ffii羊の方が大で月寒産のも

のは小さい。とれも或は年齢による相異と考えら

れる。

l71 以上の比校研究から，輸入緬羊はよく北海

約

本研究は昭和 12-16年の 5巨ij年間に月寒和平

場に輸入せられたコリデール脆牝羊，輪入羊の牝

牡聞に生産せられたもの， n寒序:の牡を涼削産牝

に配して生産したもの，及び月*;mの牝牡問に生

産せちれたもの等 8種類のものに就て，何れも代

表的たもの 5頭宛を選定して共同押'目'中央部の毛

に就き毛質を比較研究したものである。共結果を

要約すると弐の通りである。

(ll 輸入組i羊は月患で生産せ・られたものより陣

形が東大である。

(2) 羊毛a性質中織度は輸入羊のものが月袈産の

ものに比L大である。

要V 



三田村，鹿瀬一一農林省月寒積羊場に輸入せるi豪洲産コリヂーノL緬羊 伺
立立ぴに其の子孫緬羊の毛質に闘する研究

ま草の気候風土に肱化して大韓に於て毛質が悪鑓し (8) 供試羊 40顕に就ての測定値の平均値は共

て居る様に忠われないが，共子孫の羊毛の質の上

には多少縫化が現われる。

の通りである。

生 体 量kgI 汚 毛 伸 長 挙 μ|
36.65土 0.905 2.%土 0.203 12.11土 0.169 23.19土 0.642

破壊張カ gl 破壊伸皮 μ| 繊 度 μ 鱗 数

9.82土 0.276 30.50土 0.559 27.48土 0.366 1789土1.636

捲 .紛 数

9.31土 0.21う

抗張強度kg!mmヨ

18.30土 0.240
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Choosing each five typical CorriedaJe sheep from eight sorts of flocks such as the original Aus-

tralian Corriedale flocks imported during the past five years (1937-41). their pure-bred flock， Tsu-
kisappu native Corriedate ftock and the cross-bred flock (imported ewes X native rams)， the comparative 
studies about the physical properties of their shoulder wool were performed. 

The experimental results are summarized as follows: 

1) The ilverage live weight of the imported sheep was larger than that of those which were 

bred on Tsukisappu Sheep Farm. 

2) The average wool diameter of the imported flocks was larger than that of the Tsukisappu 

ones. 

3) As to the natural wool length and the true wool length， there was no special difference 

betwecn them， but it was found that the wool fibre of the imported flocks was smaller in percentage 

elongation; this property secms to correlate with the age of sheep. 

4) The wool fibre of the imported flocks had fewer crimps and serration than that of the Tsu-

kisappu ones. 

5) The average tensile strength of thc wool ・fromthe imported flocks was smallcr than thc 

Tsukisappu ones， and this result seemed to be due to their old agc. 
6) The average percentage-elongation of wool in breaking time was higher in the importcd 

flocks. This property also seems to fluctuate with the age of sheep. 

7) The authors were led to the conclusion that both the imported sheep and thcir pure-brcd 

offsprings became to adapt themselves to the natural circumstances and climate of Hokkaido， and it 
does not seem to become worse in their wool qualities， even though there may be a little change 

in the wool qualities of their offsprings. 

8) The mean valucs obtail1cd by the biometrical calculatiol1 from the authors' data 011 th巴 wool

qualities of all fourty sheep used in this investigatiol1 were as follows: 

Body同区民側1WeIg~t ~f:!le:ce (k~ 1_ Tru-=-'.Vool_l~~~th(cm'\ ~_~盟内-R云l主官?竺
36出土 0.705 2.96土 0.203 12.11土 0.1ω | お 19土 ω '---9.3ι0.215 

配偶k阿武内p)1E533R21邸前払)lt話eterd(μ)1rnEZ…tMB1Tent2231gtt1

982士 0.276 30.50 士 o~_， 27.48X 0.366-JJ!?三土 l臼6 18.30土0.240 司


